
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 
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「
漫
画
の
社
史
っ
て
あ
り
ま
す
か
？
」
を
、
時
折

受
け
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
社
楽
」
に
ま
と
め
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 ◎ 

ま
ず
、
カ
タ
ロ
グ
通
販
の
『
セ
シ
ー
ル
物
語
』

（
２
０
０
３
年
刊
）
。
里
中
満
智
子
さ
ん
の
マ
ン

ガ
で
す
。
全
編
カ
ラ
ー
で
、
創
業
者
・
正
岡
道
一

の
生
い
立
ち
か
ら
社
長
引
退
ま
で
を
描
い
て
い

ま
す
。 

『
萬
画 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
８
０
年
史
』（
１
９
９

０
年
刊
）
は
石
ノ
森
章
太
郎
さ
ん
監
修
の
マ
ン

ガ
。
子
ど
も
ら
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
本
社
を
訪
ね
て

社
長
か
ら
会
社
の
歴
史
を
学
ぶ
と
い
う
内
容
。
約

五
〇
ペ
ー
ジ
の
冊
子
な
の
で
気
軽
に
読
め
ま
す
。 

 

 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

 

マ
ン
ガ
の
社
史
も
出
て
い
ま
す
。 

お
も
あ 

を
描
い
た
『
１
９
６
２ 

鏡
板
誕
生
秘
話
』
（
１
９

９
６
年
刊
）
な
ど
も
。 

『
漫
画 

私
た
ち
テ
ル
ヤ
電
機
で
す
。』（
２
０
０ 

８
年
刊
行
）
は
、
第
二
部
が
漫
画
で
、
第
一
部
と

第
三
部
が
対
談
と
い
う
構
成
。
テ
ル
ヤ
電
機
が
編

著
で
発
行
は
ア
ス
コ
ム
か
ら
。
会
社
の
歴
史
を
マ

ン
ガ
に
し
て
出
版
社
が
発
行
し
た
も
の
は
、
松
坂

屋
や
帝
国
ホ
テ
ル
な
ど
数
冊
あ
り
ま
す
が
、
会
社

自
身
の
関
わ
っ
た
度
合
い
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

今
回
は
略
し
ま
す
。 

 
 

（
裏
面
に
つ
づ
く
）  

石
ノ
森
章
太
郎
さ
ん
は
『
石
ノ
森
章
太
郎
の
タ
イ

ム
ト
リ
ッ
プ 

新
機
会
製
造
会
社
“
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｙ
”
』

（
１
９
９
１
年
刊
）
と
い
う
、
車
の
ホ
イ
ー
ル
な

ど
を
製
造
す
る
会
社
の
社
史
に
も
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
い
ま
す
（
こ
ち
ら
は
マ
ン
ガ
と
い
う
よ
り

挿
絵
で
す
）。 

『
漫
画 

博
多
明
太
子
物
語 

ふ
く
や
の
５
０
年
』

（
１
９
９
７
年
刊
）
は
、
創
業
者
・
川
原
俊
夫
の

生
涯
を
振
り
返
る
内
容
。『
博
多
明
太
子
物
語 

ふ

く
や
の
５
０
年
』
と
併
せ
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。 

穴
吹
工
務
店
の
『
日
々
是
前
進 

穴
吹
夏
次
物

語
』
（
１
９
９
２
年
刊
）
も
創
業
者
の
伝
記
。
青

柳
祐
介
さ
ん
の
マ
ン
ガ
で
す
。 

薄
い
冊
子
だ
と
、
北
海
グ
ル
ー
プ
の
鏡
板
開
発 
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（
表
面
か
ら
） 

つ
ぎ
に
部
分
的
に
マ
ン
ガ
を
用
い
て
い
る
社
史

も
探
し
て
み
ま
し
た
。 

ア
ー
ト
引
っ
越
し
セ
ン
タ
ー
の
『
ア
ー
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
３
０
年
史
』（
２
０
０
６

年
刊
）
は
各
章
の
冒
頭
で
、
そ
の
章
を
紹
介
す
る

マ
ン
ガ
を
使
用
。
ド
ラ
え
も
ん
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
し
た
経
緯
も
出
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
藤

子
・
Ｆ
・
不
二
雄
さ
ん
本
人
が
描
い
た
マ
ン
ガ
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
本
百
松
が
創
業
し
た

建
設
会
社
の
『
大
本
組
の
８
０
年
史
』（
１
９
８
７

年
刊
）
は
、
巻
頭
に
本
宮
ひ
ろ
し
さ
ん
の
「
百
松

魂
―
明
日
へ
の
挑
戦
」
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
。
健
康

食
品
の
『
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ア
イ
の
わ
か
さ
生
活
で

す
。
』
（
２
０
０
９
年
刊
）
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ト

ピ
ッ
ク
ス
的
に
本
文
の
内
容
に
沿
っ
た
マ
ン
ガ
を

挿
入
し
て
い
ま
す
。
『
リ
ョ
ー
ビ
５
０
年
史
』
（
１

９
９
４
年
刊
）
は
「
貫
ち
ゃ
ん
ダ
イ
カ
ス
ト
工
場

見
学
記
」
が
６
ペ
ー
ジ
。
マ
ン
ガ
家
の
浜
田
貫
太

郎
さ
ん
が
製
品
の
で
き
る
ま
で
を
工
場
見
学
し
な

が
ら
知
っ
て
ゆ
く
内
容
で
す
。
ス
ジ
ャ
ー
タ
の
創

業
者
夫
妻
の
歩
み
を
描
い
た
『
二
人
の
道
』（
２
０

１
１
年
刊
）
は
、
関
係
者
の
声
と
マ
ン
ガ
を
併
用

し
た
構
成
で
し
た
。
全
国
ダ
ク
ト
工
業
団
体
連
合

会
の
創
立
３
０
周
年
記
念
誌
『
快
適
な
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
』（
２
０
０
５
年
刊
）
に
は
、
空
調
の 

 

ダ
ク
ト
の
役
割
を
説
明
す
る
「
見
え
な
い
と
こ
ろ
に

ダ
ク
ト
マ
ン
」
を
収
録
。
マ
ン
ガ
の
部
分
だ
け
別
冊

と
し
て
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
他
、
絵
本
的
な
も
の
も
含
め
る
と
、『
東
京
ガ

ス
百
年
史
』
と
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
ガ
ス
物

語
』
（
１
９
８
６
年
刊
）
、
鳥
取
瓦
斯
の
『
ま
ん
が
絵

本 

と
っ
と
り
の
ほ
の
お
』
（
１
９
８
８
年
刊
）
、
『
Ｄ

Ｇ
く
ん
が
き
た 

ニ
ホ
ン
ハ
ン
ダ
株
式
会
社
５
０
年

の
あ
ゆ
み
』（
１
９
９
４
年
刊
行
）
な
ど
、
何
冊
か
所

蔵
し
て
い
ま
す
が
、
コ
マ
割
り
を
し
た
マ
ン
ガ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
住
友
グ
ル
ー
プ
広
報
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
漫
画 

住
友
四
百
年 

源

泉
」
を
公
開
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。 

○ 

見
落
と
し
た
マ
ン
ガ
も
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
社
史
室
を
ざ
っ
と
見
て
目
に
留
ま
っ
た
社
史
か

ら
紹
介
し
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
「
マ
ン
ガ
大
国
な

の
に
、
あ
ま
り
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
近

刊
が
少
な
い
」
と
や
や
意
外
に
感
じ
ま
し
た
。 

マ
ン
ガ
は
、
ペ
ー
ジ
数
の
わ
り
に
情
報
量
が
少
な

い
反
面
、
読
み
や
す
い
の
が
利
点
で
す
。
社
長
、
社

員
や
関
係
者
の
顔
を
ど
う
描
く
か
な
ど
、
許
諾
や
好

み
、
作
家
と
の
す
り
あ
わ
せ
な
ど
難
し
い
こ
と
も
多

そ
う
で
す
が
、
表
現
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
も
っ

と
増
え
て
も
い
い
の
か
も
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
科
学
情
報
課
／
高
田
） 

【新着社史から】…ご寄贈もお待ちしています。 

社史は、会社の歴史を記録した本編だけでなく、付録的な部分が面白いことがあります。 

『カンロ１００年史』（2013 年刊）には「カンロ飴を使った料理」のレシピが出ていました。「すき

焼き」「洋風肉じゃが」「豚の角荷」「黒みつだんご」…など７点。醤油味の甘辛の料理に適している

ようで「日本人の好みに味付けたカンロ飴は料理に使うことで、そのうまみとコクを増すこともで

きる。」と紹介されています。食欲の秋にいかがでしょう。 


